
【相談窓口】

コンプライアンス相談窓口

月～金 8:30 ～ 19:00 ／土 8:30 ～ 17:00
https://koueki-tsuhou.com/WFcxVtaEFdCd/
0120-123-393

受付時間
Webサイト
電話番号

Webフォーム・メール・電話受付　※英語・中国語対応可能

【学外窓口】（委託先 NEC VALWAY株式会社）

https://www.waseda.jp/inst/harassment/
　　　　　　　＊ハラスメント防止委員会Webサイト

https://my.waseda.jp/application/
noauth/application-detail-noauth?param
=UtKtMT7RhkKxc5J_GUat8g

Webサイト

Webフォーム

Webフォーム受付
【学内窓口】（コンプライアンス推進室）
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面談日時を調整（コンプライアンス相談窓口からメール連絡）

●匿名可
●相談員が秘密厳守でお話を伺います
●相談者と一緒に解決方法を考えます
●必要に応じて、苦情処理の申立て手続きのフローについて
　説明します

受　理 不受理

相談と解決への流れ

●ハラスメント防止委員会から任命された学内外の委員が公平・中立の立場で
　申立人、相手方双方と面談を行い、事実関係を調査します
●場合によって、当事者間の同意を得た上で、問題解決のための必要な措置を
　検討します

●ハラスメント防止委員会は、苦情処理小委員会の調査結果を審議し、
　ハラスメントの有無を認定します

●ハラスメント防止委員会は、申立人、相手方双方に審議結果を通知します
　また、必要に応じ相手方に対し注意・指導等を行います

コンプライアンス相談窓口

ハラスメント防止委員会

来室による面談2

●WEBフォーム
●匿名可

学内窓口
への相談

1-2

●WEBフォーム・メール・電話
●匿名可

学外窓口
への相談

1-1

●苦情処理申立書の記入方法や留意事項を対面で説明します
●ハラスメント防止委員会あてに、本人（申立人）が名前や所属を
　明らかにしたうえで、書面で「苦情処理申立て」を行います
●ハラスメント防止委員会が受理・不受理を審議します

ハラスメント防止委員会の対応を
希望する場合

3

ハラスメントの有無の認定5

結果通知6

苦情処理小委員会の委員による
事実関係の調査等

4
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学生や同僚からハラスメント相談を受けたら

2025年3月発行

ACADEMIC HARASSMENT / POWER HARASSMENT /
SEXUAL HARASSMENT / ALCOHOL HARASSMENT / etc

STOP!  HARASSMENT

早稲田大学ハラスメント防止委員会

教員編

●プライバシーの保護に十分注意をしつつ、まずは、相談者の
　話に耳を傾けてください。
●相談者に対して「あなたにも悪いところがあったのでは？」等の
　二次加害となる発言をしないようにしてください。
●相談を受けた日時や内容、相談者の様子、自分が感じたこと等
　を記録しておくと、後で第三者に説明する必要が生じた時に役
　立ちます。ただし情報の管理には十分注意してください。
●話を聞き終わったら関係者のプライバシー保護と適切かつ
　迅速な対応のため、コンプライアンス相談窓口に相談するよう
　勧めてください。
●問題への対応に関し､相談を受けた教員自身が
　心配や不安がある場合は、コンプライアンス
　相談窓口に相談することもできます。



コンプライアンス相談窓口は、守秘義務を負ってお話を伺います。
相談者の同意なくほかに相談内容をお伝えすることはありません
ので安心してご相談ください。また、コンプライアンス相談窓口
（学内）での面談は、相談者が他の相談者と顔を合わせることが
ないように配慮し、予約制としています。
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　早稲田大学は、すべての学生・生徒および

教職員等が個人として尊重され、ハラスメント

を受けることなく、就学または就労することが

できるよう十分な配慮と必要な措置を取るこ

とを宣言します。（『早稲田大学におけるハラス

メント防止に関するガイドライン』より）

　本学では、このガイドラインに基づき、教員

のハラスメントについて「教員の服務に関す

る規程」第５条〔人権の擁護〕にて「教員は、

早稲田大学におけるハラスメント防止に関す

るガイドラインの精神に則り、人権に係るい

かなるハラスメントも行ってはならない。」と

定めています。

学内外において教員とは、深い学問的知識を持ち、研究や教育に

熱心で、人格的に優れ、公正である尊敬すべき人とのイメージが強

いものです。多くの教員はそうあるべく努力をしていますが、残念

ながら、学生や職員に対して、または教員同士でも適切な関係を

保てない事例が報告されています。

早稲田大学の取り組み

ご相談について

※上記の事例にあてはまるからといってすぐに
　ハラスメントと認定されるわけではありません。
　どのような意図での言動なのか等を踏まえて
　判断する必要があります。

教員としての
心得

「早稲田大学における
ハラスメント防止に関する
ガイドライン」はこちら

教員にはハラスメント行為をしないよう自戒するだけでなく、教室
や研究室、会議の場、ゼミ合宿など、自らが関係する様々な場面に
おいて、他者によるハラスメント行為がおこらないように十分注意
し、また配慮することが必要です。

ハラスメントが起きない
教育・研究環境への配慮義務

ハラスメントの例

教員とハラスメント

2
相手のプライドを傷つけることや人格否定的な発言をしないよう
配慮しましょう。場所や機会を選んで、相手の言い分にも耳を傾け
ながら冷静に気付いた点を指摘するよう心がけてください。
また、指導方針や評価基準、学位申請や合否判定のプロセスなど
必要な情報は、シラバス等に明記したり日頃から学生にわかりや
すく説明するなどして認識の齟齬が起きないようにしましょう。

授業や指導の中で
自らが気をつける1

体型、容姿、年齢、
服装、健康状態のことを
ことさらに言う。

立場の優位性を
利用して、

雑用を押し付ける。

性的自認・
性的指向や障がい、
異文化・宗教などに
関する心ない言動や
当人の意に
沿わない開示

他の学生の前や
メーリス、

SNSグループで、
人格否定的な言葉で

叱責する。仕事上の
やりとりにおいて、

個人の能力や性格などに
ついての不適切な
発言をする。

相手を
怒鳴りつける。

必要な指導を
行わない。

他者の
プライバシーを
漏らす。

教員の都合に
基づく時間外勤務を

強要する。

＊注；時間外勤務には
当該職員の管理職への

事前相談と承認が必要です。

相手によって
対応にあからさまな
差をつける。

学生に
酒席への参加を
強要したり、
1対1の食事に
誘ったりする。


